
500500号 
記念 

広
報
は
り
ま
で
見
る 

播
磨
町
45
周
年
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト 
広
報
は
り
ま
で
見
る 

播
磨
町
45
周
年
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト 

５
０
０
号
ま
で
に
、
ど
ん
な
広
報
記
事
が
あ
っ
た
の
か 

今
後
、
広
報
は
り
ま
は
、
ど
ん
な
広
報
紙
を
目
指
す
の
か 

ホームページで声の広報 
 をお届けしています。 

3
広報はりま 20.2

2
広報はりま 20.2

広
報
に
は
町
の
方
針
の
ほ
か
、
時
代

を
反
映
し
た
出
来
事
が
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
役
場
に
残
る
阿
閇
あ

え

村
広
報
と
播

磨
町
広
報
の
中
か
ら
い
く
つ
か
紹
介
し

ま
す
。

阿
閇
村
広
報
（
昭
和
37
年
２
月
15
日
発
行
）

『
四
月
一
日
よ
り
「
播
磨
町
」
に
』

既

に
新
聞
等
で
御
承
知
の
事
と
存
じ
ま
す

が
、
去
る
一
月
二
十
六
日
の
議
会
で
町

制
実
施
が
満
場
一
致
で
可
決
と
な
り
ま

し
た
。

『
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
の
数
』

ラ
ジ
オ
、

特
に
テ
レ
ビ
の
普
及
は
目
ざ
ま
し
い
も

の
が
あ
り
ま
す
が
、
去
年
九
月
の
阿
閇

村
内
の
状
況
は
次
の
通
り
で
す
。

ラ
ジ
オ
　
四
八
六
戸
　
契
約
率
二
五
・

七
％

テ
レ
ビ
　
一
、
二
〇
二
戸
　
契
約
率
六

三
・
六
％

播
磨
町
広
報
　
創
刊
号
（
昭
和
37
年

４
月
１
日
発
行
）

『
町
章
決
る
』

応
募
数
三
七
八
点
　
町

制
実
施
の
た
め
町
章
を
懸
賞
募
集
し
、

宮
西
の
金
沢
寅
松
さ
ん
が
入
賞
し
ま
し

た
。

播
磨
町
広
報

昭
和
40
年
第
５
号

（
昭
和
40
年
11
月
15
日
発
行
）

『
謹
ん
で
災
害
の
お
見
舞
を
申
し
あ
げ
ま

す
　
復
旧
に
全
力
を
〜
台
風
23
号
、
豪

雨
の
大
被
害
』

風
速
六
〇
メ
ー
ト
ル

に
お
よ
ぶ
猛
台
風
二
三
号
は
九
月
十
日

午
前
十
時
五
十
五
分
、
姫
路
市
西
部
に

上
陸
、
一
瞬
に
し
て
県
下
一
円
に
大
き

な
ツ
メ
跡
を
残
し
、
県
上
を
縦
断
、
但

馬
へ
去
っ
た
。
そ
の
あ
と
を
追
い
か
け

る
よ
う
に
し
て
、
十
五
日
午
後
秋
雨
前

線
に
よ
る
集
中
豪
雨
が
播
州
地
方
を
襲

っ
た
。
こ
の
台
風
で
本
荘
、
古
宮
の
海

岸
線
一
帯
に
高
潮
が
押
し
寄
せ
大
き
な

被
害
を
受
け
、
播
磨
町
に
は
十
日
午
後

十
二
時
十
分
被
害
救
助
第
一
号
が
発
動

さ
れ
、
い
ち
早
く
災
害
対
策
本
部
を
設

置
し
、
警
備
体
制
と
応
急
対
策
に
万
全

を
期
し
た
。

広
報
は
り
ま

昭
和
46
年
第
１
号

（
昭
和
46
年
１
月
１
日
発
行
）

『
残
さ
れ
た
海
面
埋
立
　
い
よ
い
よ
実
施

（
製
鉄
化
学
）』

昭
和
32
年
に
本
荘
地
先

海
面
約
11
万
２
千
㎡
を
製
鉄
化
学
工
業

株
式
会
社
が
埋
立
て
工
場
用
地
を
造
成

す
る
事
が
決
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
然
し
、

部
落
に
近
接
し
た
個
所
約
２
万
６
千
㎡

に
つ
い
て
は
い
ろ
い
ろ
な
事
情
が
あ
っ

て
埋
立
が
実
施
さ
れ
な
い
ま
ま
現
在
に

到
っ
て
い
ま
し
た
が
最
近
、
本
荘
漁
業

組
合
、
本
荘
連
合
自
治
会
等
の
ご
協
力

に
よ
り
、
近
く
こ
の
埋
立
が
全
面
的
に

行
わ
れ
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

広
報
は
り
ま

昭
和
47
年
４
月
号

（
昭
和
47
年
４
月
１
日
発
行
）

『
施
政
方
針
』

47
年
度
は
町
制
を
施
行

し
て
10
周
年
に
あ
た
り
、
そ
の
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
と
し
て
の
新
庁
舎
建
設
、
小
学

校
プ
ー
ル
の
建
設
、
し
尿
処
理
場
の
建

設
を
初
め
、
野
添
区
画
整
理
事
業
の
計

画
、
下
水
道
計
画
設
計
等
当
町
の
礎
づ

く
り
と
も
い
う
べ
き
大
き
な
事
業
に
取

り
組
み
ま
す
。

『
人
工
島
（
98
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
の
名
称
◆

新
島
に
決
定
』

播
磨
大
橋
ま
で
の
道

路
敷
（
六
、
八
六
一
・
一
三
㎡
）
は
本

荘
小
字
「
西
浜
」
に
編
入
し
、
大
橋
よ

り
海
側
（
九
七
四
、
一
二
九
・
〇
七
㎡
）

は
大
字
「
新
島
」
と
名
づ
け
る
こ
と
に

決
定
し
ま
し
た
。

広
報
は
り
ま

昭
和
50
年
７
月
号

（
昭
和
50
年
７
月
15
日
発
行
）

『
町
人
口
の
伸
び
は
県
下
で
ト
ッ
プ
』

社
会
増
減
は
一
、
五
五
五
人
で
八
・
九

八
％
の
増
、
自
然
増
減
は
三
三
〇
人
で

一
・
九
一
％
の
増
で
純
増
減
は
一
、
八

八
五
人
（
一
〇
・
八
九
％
）
増
と
な
り

県
下
第
一
の
増
加
率
で
す
。

播
磨
町
は
、
国
全
体
の
高
度
成
長
期

に
併
走
し
て
人
口
が
増
え
、
公
共
施
設

が
整
備
さ
れ
、
人
工
島
が
完
成
す
る
な

ど
町
と
し
て
の
成
長
を
し
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
を
伝
え
る
広
報
は
り
ま
（
当
初

は
播
磨
町
広
報
）
も
、
創
刊
号
は
活
版

印
刷
の
タ
ブ
ロ
イ
ド
型
（
新
聞
型
）
両

面
刷
り
２
ペ
ー
ジ
構
成
で
し
た
が
、

徐
々
に
印
刷
技
術
が
進
み
、
活
字
出
版

物
の
形
態
の
変
化
に
習
い
冊
子
型
の
Ｂ

５
サ
イ
ズ
と
な
り
、
ペ
ー
ジ
数
が
増
え

て
い
き
ま
し
た
。
内
容
も
、
一
方
的
な

役
場
の
お
知
ら
せ
に
と
ど
ま
ら
ず
町
に

住
む
人
や
活
動
す
る
団
体
の
皆
さ
ん
を

取
り
上
げ
て
、
住
民
と
役
場
の
双
方
向

か
ら
の
情
報
を
取
り
上
げ
る
広
報
紙
を

目
指
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
で
は
カ
ラ

ー
ペ
ー
ジ
を
含
み
、
平
均
34
ペ
ー
ジ
で

お
届
け
し
て
ま
す
。

近
年
、
高
度
成
長
期
は
終
わ
り
、
価

値
観
の
変
化
に
合
わ
せ
た
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
求
め
ら
れ
る
時
代
に
な
り
ま
し
た
。

行
財
政
改
革
や
石
油
価
格
に
関
連
し
て

の
紙
資
源
の
高
騰
な
ど
懸
念
の
あ
る
中

で
、
広
報
は
り
ま
は
、
必
要
な
情
報
を

絞
り
込
ん
で
お
届
け
す
る
「
情
報
を
整

理
す
る
こ
と
」
を
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

広
報
は
り
ま
は
、
い
た
ず
ら
に
ペ
ー

ジ
数
を
増
や
す
の
で
は
な
く
、
町
広
報

事
業
全
般
を
視
野
に
入
れ
て
、
住
民
の

需
要
に
見
合
っ
た
ス
リ
ム
化
を
目
指
し

ま
す
。
実
施
し
て
い
る
試
み
と
し
て
は
、

別
刷
り
配
布
さ
れ
る
チ
ラ
シ
の
情
報
を

紙
面
に
盛
り
込
む
こ
と
で
、
役
場
全
体

の
発
行
す
る
印
刷
物
広
報
の
量
を
減
ら

す
試
み
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、
教
育
の
ペ
ー
ジ
。
自
治

体
に
よ
っ
て
は
、
別
冊
「
教
育
広
報
」

と
し
て
広
報
紙
と
同
時
に
配
布
し
て
い

ま
す
が
、
広
報
は
り
ま
で
は
教
育
の
ペ

ー
ジ
と
し
て
紙
面
に
盛
り
込
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、
４
月
号
「
健
康
づ
く
り
カ

レ
ン
ダ
ー
」、
６
月
号
「
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
容
器
類
ゴ
ミ
が
大
変
で
す
」
な
ど
を

ペ
ー
ジ
に
盛
り
込
み
”切
り
取
っ
て
保

存
し
て
く
だ
さ
い
“
と
注
記
を
し
ま
し

た
。
し
か
し
、「
保
存
版
の
ペ
ー
ジ
で

あ
る
こ
と
が
分
か
り
に
く
い
」
と
の
ご

意
見
を
い
た
だ
い
た
こ
と
か
ら
、
改
善

策
と
し
て
１
月
号
は
中
心
の
ペ
ー
ジ
に

「
播
磨
町
国
民
保
護
計
画
」
と
し
て
閉

じ
込
ん
で
い
ま
す
。
留
め
金
か
ら
抜
き

取
っ
て
保
存
で
き
、
ペ
ー
ジ
番
号
な
ど

の
デ
ザ
イ
ン
を
変
え
る
こ
と
を
試
し
て

み
ま
し
た
が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

今
後
も
、
役
に
立

つ
広
報
紙
と
し
て

皆
さ
ん
に
愛
読

さ
れ
る
広
報
は

り
ま
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

企
画
グ
ル
ー
プ

1
０
７
９
（
４
３
５
）
０
３
５
６

文字を読むことが困難な人のた
めに、書籍や雑誌などをカセット
テープに録音する活動を続けてい
る朗読ボランティア「のぎく」さ
んのご協力をいただいて、声の広
報は録音されています。
播磨町社会福祉協議会の録音機
器の更新に伴い、インターネット
で配信できるようになりました。
播磨町ホームページ「広報はりま」
で最新号を配信しています。
町ホームページ
http://www.town.harima.lg.jp

優しい声で語り掛けてくる広報
はりまを、くつろぎの時間や家事
をしながら、気軽にラジオを聴く
ようにお楽しみください。

▲朗読の録音風景



皆
さ
ん
が
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
者
が

皆
さ
ん
が
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
者
が 

実
施
主
体
で
す

実
施
主
体
で
す 

3

医
療
保
険
者
は

医
療
保
険
者
は 

皆
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
て
取
り
組
み
ま
す

皆
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
て
取
り
組
み
ま
す 

4
特
定
健
診
以
外
は

特
定
健
診
以
外
は 

今
ま
で
ど
お
り
町
で
実
施
し
ま
す

今
ま
で
ど
お
り
町
で
実
施
し
ま
す 

5

特定健診・特定保健指導 が始まります ～パート１～ 特定健診・特定保健指導 が始まります ～パート１～ 特定健診・特定保健指導 が始まります ～パート１～ 

（　　　　　　 ） 

 

● 特定健診指導について ● 

● 医療保険者 ● ● 特定健診の流れ ● 

動機づけ支援 
と通知された方 

健診結果をもとに、3つのグループに分けられます ● 特定健診時の検査項目 ● 
メタボリックシンドロームを発見するための検査 

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
リ
ス
ク
が

出
始
め
た
方
で
す
。 

　
保
健
指
導
が
１
回
行
わ
れ
ま
す
。自
分
の
生
活
習
慣
を
ど

う
改
善
す
れ
ば
よ
い
の
か
を
知
り
、目
標
を
立
て
実
際
に
行

動
に
う
つ
せ
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

積極的支援 
と通知された方 

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
リ
ス
ク
が

重
な
り
だ
し
た
方
で
す
。 

　
３
〜
６
か
月
に
わ
た
り
、積
極
的
に
保
健
指
導
が
行
わ
れ

ま
す
。自
分
が
実
践
で
き
る
目
標
を
選
び
継
続
的
に
実
行
し

て
い
け
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

情報提供 
と通知された方 
（すべての方に実施） 

今
は
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
リ
ス

ク
が
少
な
い
方
で
す
。 

　
今
後
も
健
康
な
生
活
を
続
け
て
い
く
た
め
の
好
ま
し
い

生
活
習
慣
と
は
ど
ん
な
も
の
か
情
報
が
得
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。 

健康保険 
組合 

共済組合 
政府管掌 
健康保険 

医療保険者 

地域の健診機関・病院や診療所など 
医療保険者の直営診療施設など 

40歳から74歳の 
被保険者（本人）と 

被扶養者（家族）の皆さん 

③結果が送られる 

② 
健診を受ける 

④ 
健診結果／ 
保健指導の案内がくる 

① 
健診の案内がくる 

平成20年4月から、40～74歳の全ての人 を対象に健康診査の制度が新しくなります 

 平成20年4月から「高齢者の医療の確保に関する法  律」に基づき、「特定健診・保健指導」が始まります。 
  これは、増え続ける医療費の適正化をはかる  ため、医療制度改革の一環として行われます。 

 今までの健診では、病気の早期発見が中心でしたが、これからは、生活習  慣病予防を重視し、“病気にならないようにする”ことを目的にしています。 

特定健診・特定保健指導 が始まります ～パート１～ 

40
〜
74
歳
の
人
の

歳
の
人
の 

全
て
が
特
定
健
診
の
対
象
者
で
す

全
て
が
特
定
健
診
の
対
象
者
で
す 

1
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
着
目
し
た
、

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
着
目
し
た
、 

健
診
・
保
健
指
導
の
内
容
に
変
わ
り
ま
す

健
診
・
保
健
指
導
の
内
容
に
変
わ
り
ま
す 

2

国民健康保険・健康保険組合・ 
共済組合・政府管掌健康保険 

国民 
健康保険 

基本的な健診 必ず受けていただく検査 

詳細な健診 医師が必要と判断した方のみ 

・問診や身体計測、血圧測定など 
日ごろの生活習慣についての質問、腹囲の測定など
でメタボリックシンドロームになっていないかどう
かをチェック 
・脂質を調べる検査（中性脂肪、HDL・LDLコレステ
ロール） 
血液中に含まれる中性脂肪とLDLコレステーロール
が高いとメタボリックシンドロームのおそれが高い 
・代謝系を調べる検査（空腹時血糖またはHbA1C） 
糖尿病や肥満が原因で起こる異常を発見する手がか
り 
・肝機能を調べる検査（AST、ALT、γ-GT）※ 
食べすぎ、飲みすぎによる肝機能障害などを発見す
るてがかり 
・尿・腎機能を調べる検査（尿たんぱく） 
腎臓の病気を発見する重要な手がかり 

・貧血検査・心電図検査・眼底検査 

5
広報はりま 20.2

4
広報はりま 20.2

が
ん
検
診
、
骨
粗
し
ょ
う
検
診
、
歯
周
疾
患
検
診
な
ど
は
、
今
ま
で
通

り
町
が
実
施
す
る
検
診
を
受
け
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

健
康
安
全
グ
ル
ー
プ
健
康
増
進
チ
ー
ム

1
０
７
９
（
４
３
５
）
２
６
１
１

保
険
年
金
グ
ル
ー
プ
国
保
年
金
医
療
チ
ー
ム

1
０
７
９
（
４
３
５
）
２
５
８
１

平
成
16
年
度
の
国
民
医
療
費
を
一
人
当
た
り
に
換
算
す
る
と
、
約
25
万

円
に
も
な
り
ま
す
。
そ
の
多
く
が
生
活
習
慣
病
に
起
因
す
る
疾
病
に
よ
る

も
の
で
す
。「
特
定
健
診
・
保
健
指
導
」
の
制
度
が
実
施
さ
れ
る
上
で
の

大
き
な
目
標
は
、
実
施
開
始
年
の
平
成
20
年
に
比
べ
、
平
成
27
年
ま
で
に

糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
を
25
％
減
ら
す
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
、

医
療
保
険
者
は
平
成
24
年
ま
で
の
目
標
と
し
て
、

①
特
定
健
診
実
施
率
（
受
診
把
握
率
）
が
65
％
（
市
町
村
国
民
健
康
保
険
の

場
合
）

②
特
定
保
健
指
導
実
施
率
が
45
％

③
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
該
当
者
・
予
備
軍
の
減
少
率
が
10
％

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
皆
さ
ん
が
受
け
ら
れ
る
医
療
制
度
の
健
全
な
運
営
と
、
一
人

ひ
と
り
の
健
康
を
願
っ
て
の
こ
と
で
す
。
ご
自
身
の
医
療
費
の
負
担
を
減

ら
す
意
味
で
も
、
健
診
や
保
健
指
導
を
し
っ
か
り
利
用
し
て
、
健
康
の
た

め
の
生
活
改
善
に
取
り
組
み
た
い
も
の
で
す
。

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
は
、
内
臓
脂
肪
に
加
え
、
高
血
糖
、

高
血
圧
、
脂
質
異
常
と
い
う
危
険
因
子
を
２
つ
以
上
持
っ
て
い
る
状
態
を

い
い
ま
す
。
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
状
態
に
な
る
と
動
脈
硬
化

が
急
速
に
進
み
、
心
臓
病
や
脳
卒
中
な
ど
の
循
環
器
病
や
糖
尿
病
の
合
併

症
な
ど
の
発
病
に
つ
な
が
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
特
定
健
診
で
は

検
査
項
目
が
新
し
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
健
診
受
診
者
に
は
、
生
活
習
慣
病
の
発
症
リ
ス
ク
な
ど
か
ら
３

つ
の
グ
ル
ー
プ
（「
情
報
提
供
」「
動
機
づ
け
支
援
」「
積
極
的
支
援
」）
ご

と
に
生
活
習
慣
病
に
進
行
し
な
い
た
め
の
保
健
指
導
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
町
が
住
民
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、
基
本
健
康
診
査
（
住
民
健

診
）
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
20
年
度
以
降
の
特
定
健
康
診
査
で
は
、

国
民
健
康
保
険
な
ど
の
医
療
保
険
者
が
実
施
者
と
な
り
ま
す
。

皆
さ
ん
が
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
者
か
ら
、
健
診
機
関
や
受
診
日
な

ど
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ
や
受
診
券
・
利
用
券
な
ど
が
対
象
者
に
送
ら
れ

ま
す
の
で
、
指
定
の
機
関
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

40
歳
以
上
74
歳
以
下
の
方

医
療
保
険
（
国
民
健
康
保
険
・
健
康
保

険
組
合
・
政
府
管
掌
健
康
保
険
・
共
済
組

合
）
の
被
保
険
者
（
本
人
）
と
被
扶
養
者

（
家
族
）
の
す
べ
て
の
方
が
対
象
者
と
な

り
ま
す
。

75
歳
以
上
の
方
（
平
成
20
年
度
に
75
歳

に
な
る
人
を
含
む
）

平
成
20
年
４
月
か
ら
今
ま
で
入
っ
て
い

た
医
療
保
険
を
脱
退
し
て
、
新
し
く
設
立

さ
れ
た
、
全
市
町
村
が
加
入
す
る
都
道
府

県
単
位
の
「
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
」

が
医
療
保
険
者
と
な
り
、
健
診
を
行
い
ま

す
。

30
歳
以
上
39
歳
ま
で
の
方

健
診
に
つ
い
て
は
、
若
い
時
期
か
ら
の

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂

肪
が
蓄
積
し
た
状
態
）
の
予
防
と
し
て
、

希
望
者
に
対
し
、
町
が
健
診
を
行
い
ま
す
。

※従来の検査項目が次の名称に変わります。GOT→AST、GPT→ALT、γ-GTP→γ-GT




